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＜整備効果事例＞　国道１号　小田原箱根道路の供用

エリア位置図エリア位置図

改良前の現状改良前の現状

対　策対　策

・神奈川県西部の一般国道１号小田原市風祭～足柄下郡箱根町

　湯本間は、有料道路（西湘バイパス・小田原厚木道路、箱根新道）　

　に挟まれ、国道１号に交通が集中し、慢性的な渋滞が発生！

・特に休日・行楽シーズンには、観光交通等の増加により、著しい

　渋滞が発生！

日本有数の観光地（小田原箱根地域）へのアクセス道路機能の向上及び、沿道環境の改善を目的に、

国道１号のバイパスとして、小田原箱根道路事業を推進。

平成１７年３月に部分開通。
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　 早期完成供用に向け、引き続き事業促進！！
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今回開通部　２／４車線　　Ｌ＝約２．０ｋｍ

山崎ＩＣ立体部未整備

Ｌ＝約０．８ｋｍ

小田原箱根道路　Ｌ＝約２．２ｋｍ
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整備効果整備効果

対策実施後の効果把握について（Check）(2)

神奈川新聞H18.8.16

新聞記事新聞記事

小田原箱根道路の開通により、箱根口ICでの著しい渋滞が緩和！

□小田原箱根道路（バイパス）部分開通による効果①

　箱根口ICを先頭する渋滞が緩和　　　

　　　経済効果は年間約１５億円

□小田原箱根道路（バイパス）部分開通による効果①

　箱根口ICを先頭する渋滞が緩和　　　

　　　経済効果は年間約１５億円

□小田原箱根道路（バイパス）部分開通による効果②

・生活道路を含む小田原箱根道路周辺地域の交通事故発生件

　数が約１割減少

・渋滞時に抜け道として利用されていた、並行する生活道路の

　交通量も約１割減少

□小田原箱根道路（バイパス）部分開通による効果②

・生活道路を含む小田原箱根道路周辺地域の交通事故発生件

　数が約１割減少

・渋滞時に抜け道として利用されていた、並行する生活道路の

　交通量も約１割減少

■部分開通前・後（１年間）の交通事故（死傷事故）件数を比較

　　また、小田原市道の交通量を比較（約１，５００台／日減少）

□小田原箱根道路(バイパス)部分開通による効果③

　混雑緩和により、排出ガスの削減が図られ、

　CO2の排出量が約２，５９０t-CO2/年（約７％）削減！

□小田原箱根道路(バイパス)部分開通による効果③

　混雑緩和により、排出ガスの削減が図られ、

　CO2の排出量が約２，５９０t-CO2/年（約７％）削減！

□小田原箱根道路（バイパス）部分開通による効果④

・行楽シーズン（休日）では、観光交通等が約１割増加！

・うち大型バスが約２割増加！

・行楽シーズンの観光客も増加！

□小田原箱根道路（バイパス）部分開通による効果④

・行楽シーズン（休日）では、観光交通等が約１割増加！

・うち大型バスが約２割増加！

・行楽シーズンの観光客も増加！

■行楽シーズン（休日）では、
開通前より国道１号と小田原箱
根道路の総交通量（観光交通
等）が増加！（平均約２，８００
台//日の増加）

■行楽シーズンの観光客も増加！
（３ヶ月合計で約１０万人増加）

日本経済新聞H18.8.14
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エリア位置図エリア位置図

対策実施後の効果把握について（Check）(3)

＜整備効果事例＞　国道246号　新石川立体の供用

改良前の交差点の現状改良前の交差点の現状

対　策対　策

新石川交差点の交通は、国道246号で約54千台/日、交差する荏田綱島線で

約28千台/日。合計で約82千台/日の交通が交差点に集中することにより、日中

上り線を中心に慢性的な渋滞が発生している。
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新石川交差点立体化事業は、国道246号を高架にすることにより、交差点に集中

する通過交通を分離し、慢性的な交通渋滞の解消並びに交通安全の確保、沿道

の環境改善を図る。
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１kmあたりの渋滞損失時間

新石川交差点
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開通の記念式典の様子を伝える新聞
神奈川新聞　H18.3.6
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■開通前 ■国道246号
渋滞損失時間 75万人時間/年
費用換算 25億円/年
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■荏田綱島線
渋滞損失時間 40万人時間/年
費用換算 10億円/年

渋滞損失時間：115万人時間/年
費　用　換　算：35億円/年

新石川交差点を
先頭に上り線（東
京方向）が激しい
渋滞

至東京
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開通前
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整備効果整備効果

新石川交差点を先頭とする渋滞が解消　⇒ 経済効果は年間２０億円経済効果は年間２０億円

対策実施後の効果把握について（Check）(4)

■国道246号
渋滞損失時間 24万人時間/年
費用換算 ８億円/年

■開通後

荏　

田

鷺
沼
２
丁
目■荏田綱島線

渋滞損失時間 26万人時間/年
費用換算 7億円/年

至東京至厚木

渋滞損失時間：50万人時間/年
費　用　換　算：15億円/年

新
石
川

新石川立体の整備
により交差点周辺
は渋滞解消

幹線道路としての本来機能を回復

・ 渋滞を避けて迂回していた車両が国道２４６号へ転換迂回していた車両が国道２４６号へ転換

・ 特に大型車の転換が促進 ⇒ 迂回路の大型車交通量が２割減少迂回路の大型車交通量が２割減少

・・・交通量を計測した断面

新石川交差点
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走行速度の上昇により排ガスが減少し、

沿道環境が改善沿道環境が改善

■CO2(二酸化炭素)排出量

 

2400t-CO2/年
削減！

この削減量は、森林面積約230ha分の二酸化
炭素吸収量に相当します！

■SPM(浮遊粒子状物質)排出量

 

0.6t/年削減！

この削減量は、500ミリリットルのペットボトル
6000本分に相当します！

日本経済新聞H18.6.24

朝日新聞H18.6.27

国道246号の
渋滞状況

国道246号の
渋滞状況

新聞記事新聞記事

△340台

＋2,600台

普通車・大型車
ともに１割増加

普通車は微減だ
が、大型車は２
割減少

産経新聞H18.6.26
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